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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成26年6月19日(2014.6.19)

【公開番号】特開2012-253551(P2012-253551A)
【公開日】平成24年12月20日(2012.12.20)
【年通号数】公開・登録公報2012-054
【出願番号】特願2011-124346(P2011-124346)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ   5/66     (2006.01)
   Ｇ０９Ｇ   5/00     (2006.01)
   Ｇ０９Ｇ   5/36     (2006.01)
   Ｇ０９Ｇ   5/377    (2006.01)
   Ｇ０９Ｆ  19/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｎ   5/66    　　　Ｄ
   Ｇ０９Ｇ   5/00    ５５０Ｃ
   Ｇ０９Ｇ   5/36    ５２０Ｐ
   Ｇ０９Ｇ   5/36    ５１０Ｍ
   Ｇ０９Ｇ   5/00    ５１０Ｈ
   Ｇ０９Ｇ   5/00    ５１０Ｂ
   Ｇ０９Ｇ   5/00    ５３０Ｔ
   Ｇ０９Ｇ   5/36    ５２０Ｍ
   Ｇ０９Ｆ  19/00    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成26年4月24日(2014.4.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示画面に表示する表示対象画像と、前記表示画面の表示方向が撮像された撮像画像と
に基づいて、前記表示対象画像内に切り抜き領域を設定する領域設定部と、
　設定された切り抜き領域内に表示する表示内容を設定する表示内容設定部と、
　設定された切り抜き領域内に設定された表示内容が表示された画像を、表示画面に表示
させる表示制御部と、
　を備える、表示制御装置。
【請求項２】
　前記領域設定部は、前記撮像画像から検出された対象物体に基づいて前記切り抜き領域
を設定する、請求項１に記載の表示制御装置。
【請求項３】
　前記領域設定部は、
　検出された対象物体のサイズと、前記切り抜き領域を設定する基準となる設定基準領域
のサイズとを比較し、
　比較結果に基づいて前記切り抜き領域を選択的に設定する、請求項２に記載の表示制御
装置。
【請求項４】
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　前記領域設定部は、
　検出された対象物体の動き量と、対象物体が動いているかを判別する基準となる基準動
き量とを比較し、
　比較結果に基づいて、前記切り抜き領域を選択的に設定する、請求項２、または３に記
載の表示制御装置。
【請求項５】
　前記領域設定部は、
　複数の対象物体が検出された場合には、検出された対象物体それぞれに対応する領域が
重なる重なり領域を検出し、
　検出された重なり領域のサイズと、複数の対象物体に対応する領域を結合する基準とな
る結合基準領域のサイズとを比較し、
　比較結果に基づいて、前記重なり領域を含む対象物体に対応する領域を選択的に結合し
、
　結合された結合領域を前記切り抜き領域として設定する、請求項２～４のいずれか１項
に記載の表示制御装置。
【請求項６】
　前記領域設定部は、検出された対象物体の数と、前記重なり領域を含む対象物体に対応
する領域を選択的に結合する結合処理を行う基準となる基準数とを比較し、
　比較結果に基づいて、前記結合処理を選択的に行う、請求項５に記載の表示制御装置。
【請求項７】
　前記表示内容設定部は、前記撮像画像から検出された対象物体のサイズに基づいて、表
示内容を設定する、請求項２～６のいずれか１項に記載の表示制御装置。
【請求項８】
　前記表示内容設定部は、前記対象物体が人間である場合には、前記表示画面と前記対象
物体との距離を示す距離情報に基づいて、ユーザが操作することが可能な操作インタフェ
ースを表示内容として選択的に設定する、請求項２～４のいずれか１項に記載の表示制御
装置。
【請求項９】
　前記表示内容設定部は、
　前記距離情報が示す距離と、前記操作インタフェースを表示内容として設定する基準と
なる基準距離とを比較し、
　比較結果に基づいて前記操作インタフェースを表示内容として選択的に設定する、請求
項８に記載の表示制御装置。
【請求項１０】
　前記表示内容設定部は、検出された対象物体の属性に基づいて、表示内容を設定する、
請求項２～７のいずれか１項に記載の表示制御装置。
【請求項１１】
　表示画面に表示する表示対象画像と、前記表示画面の表示方向が撮像された撮像画像と
に基づいて、前記表示対象画像内に切り抜き領域を設定するステップと、
　設定された切り抜き領域内に表示する表示内容を設定するステップと、
　設定された切り抜き領域内に設定された表示内容が表示された画像を、表示画面に表示
させるステップと、
　を有する、表示制御方法。
【請求項１２】
　表示画面に表示する表示対象画像と、前記表示画面の表示方向が撮像された撮像画像と
に基づいて、前記表示対象画像内に切り抜き領域を設定するステップ、
　設定された切り抜き領域内に表示する表示内容を設定するステップ、
　設定された切り抜き領域内に設定された表示内容が表示された画像を、表示画面に表示
させるステップ、
　をコンピュータに実行させるためのプログラム。
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【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８７】
［４］第４の例
　本実施形態に係る表示制御方法に係る処理は、上記第１の例に係る処理～第３の例に係
る処理に限られない。近年、表示とユーザの操作との双方が可能なタッチスクリーンの普
及が進んでいる。よって、表示制御装置１００は、例えば、対象物体がユーザ（人間）で
ある場合には、ユーザが操作することが可能な操作インタフェースを表示内容として選択
的に設定してもよい。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１０】
　また、ステップＳ５００において対象物体が検出されたと判定された場合には、表示制
御装置１００は、図３のステップＳ２０２と同様に、対象物体情報を検出する（Ｓ５０２
）。ここで、本実施形態に係る表示制御方法に係る処理の第５の例に係る対象物体情報と
しては、例えば、対象物体の形や、対象物体の属性、表示画面と対象物体との距離を示す
情報などが挙げられる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１３】
　ステップＳ５０４において対象物体の数Ｎが基準数Ｎｍｉｎより大きいと判定されない
場合には、表示制御装置１００は、後述するステップＳ５０８の処理を行う。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１４】
　また、ステップＳ５０４において対象物体の数Ｎが基準数Ｎｍｉｎより大きいと判定さ
れた場合には、表示制御装置１００は、重なり領域を含む対象物体に対応する領域が選択
的に結合された、結合領域を設定する（Ｓ５０６）。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２７】
　また、表示制御装置１００は、複数の対象物体が存在する場合には、各対象物体に対応
する領域を選択的に結合して、結合された結合領域を切り抜き領域として設定する。よっ
て、表示制御装置１００は、各対象物体に対応する領域よりもより大きな切り抜き領域に
表示内容が表示された画像を、表示画面に表示させることができる。
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【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１４８】
　また、表示制御装置１００が外部装置と通信を行わない場合（例えば、表示装置４００
などの外部表示装置の表示画面における表示を制御せず、表示制御装置１００が備える表
示部（図示せず）の表示画面における表示を制御する場合など）には、表示制御装置１０
０は、通信インタフェース１６４を備えない構成をとることも可能である。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１４９】
　再度図９を参照して、本実施形態に係る表示制御装置１００の構成の一例について説明
する。通信部１０２は、表示制御装置１００が備える通信手段であり、ネットワーク３０
０を介して（あるいは、直接的に）、表示装置４００や撮像装置５００、サーバなどの外
部装置と無線／有線で通信を行う。また、通信部１０２は、例えば制御部１０４により通
信が制御される。ここで、通信部１０２としては、例えば、通信アンテナおよびＲＦ回路
や、ＬＡＮ端子および送受信回路などが挙げられるが、通信部１０２の構成は、上記に限
られない。例えば、通信部１０２は、ネットワーク３００を介して外部装置と通信可能な
任意の構成をとることができる。
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